
昭和4年 (1929年 )北原白秋に委嘱した作品 1今町凧民謡 |ができあがり

舞踊家花ll哺次の振り付けにより舞踊が完成しました この発表にあたり民

謡■山家町田嘉章の指揮で今町芸鼓連が東京愛富山(NHK)で全国放送

を行いました。当時ラシオがある家は今町で10数軒しかなく放送当日 人々は

ラジオのある家に集まり放送を聞いたそうです。
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4詞 者の鹿島鳴秋は大

正8年 (1919年 、ll崎 に

住む友人を訪ねました そ

の際 友人らと裏浜海岸

を餃歩しなから手帳に書

き記したのがこの4品 と

言われています 大正9年

(1920年 1弘田龍大|「によって作山され 全国的に壼Ⅲ れるようになりまし

た 現在「みなとまち海浜公国Jに
'「

浜千鳥の計碑

"建
っています.

1青 い月夜の 演べには

規をさかして 鳴く鳥か

llの国から 生まれ出る

舌れた翼の 銀のいろ

2夜鳴く鳥の よしきは

■をたすねて 海越えて

月夜の∩へ ,肖 えて行く

銀の翼の 浜千鳥
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■ .I,奇 彊
市立大潟町中学校

この作品は作曲者の小山作之助が先

に由を作り歌人の佐佐木信綱へ歌詞

を付けることを依殖したと言われていま

す.「夏は来ぬjは文語で「夏か来たJと

ぃう意味です 上越市立大潟町中学校

の前庭には1夏 は来ぬ|の歌碑ととも

に 小山4之助の胸像が建ってぃます

l

卯の花の 匂う■1長 に

時鳥 甲も来鳴きて

忍音もらす 夏は来め

2

さみたllの そそく山田に

阜乙女が 裳据ぬらして

玉百植うる 夏け来ぬ

3

橋の
=る

のきはの

窓近く 蛍飛0かい

おこたり諫むる 夏は来●

4

lTちる JIへ の宿の

1与 遺く 水鶏声して

ク月すすしき 夏は来ぬ

5

五月やみ 蛍飛びかい

水鶏鳴き ,pの花咲きて

や苗植えわたす 夏は来め
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相焉御風は明治 大正綱召和にわたって活

躍した文人です 明治16年 (1883年 ,こ 日

系魚メ町 (現 1糸 魚川市)に生まれましス・
「本よ来い|ま 大正12年 に出版された児童

雑.ti令の鳥 3月 号への発表が初出とされ

ています 御風は この1善よ来いり 外にも

早稲田大学校歌や「カチューシャの唄Jな ど

たくさんの作詞を手がけました.

]青よ来い 早く来い

あるきはじめた みいちゃんか

赤い鼻緒の しょしょはいて

おんもへ出たいと イキつている

2春よ来い やく来い

おうちのまえの ,しの本の

台もみんな ふくらんで

はよ咲きたいと 行つている

作詞者の江間章子は大正2年 (1913年 )に 日高田市 (現 :上越市)に 生ま

れた詩人です.少女時代を岩手県で過ごし 昭和 11年 (1936年 )に 詩集

1春への招待Jで詩垣に登場 以後詩作 訳詞 歌山作詩なと多形な活動を

展開しました。昭1124年 (1949年)NHKラジオで放送されたことで注目を

集め 尾瀬が全国に知られるきっかけとなりました.

1夏かくれは 思い出す

はるかな尾瀬 通い空

露のなかに うかば る

やさしい影 野の小径

水芭員の花が 哄いている

●見て咲いている 水のほとり

石l・ 花色に たそかl■る

はるかなF瀬  遠い空

2夏かくれば 思い出す

はるかな尾瀬 野の旅よ

花のなかに そよそよと

ゆれゆれる ..き 島よ

水首蕉の花か 匂つている

“

みて句っている 水のほとり

まなこつぶl■ば なつかしい

はるかな尾滅 遠い空
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鉄道唱誕 ま無道沿線の駅名と風物を歌い込んだもので 地理教育を目的に 明治

33年 ¨∞0年 )に第一集「東海道編Jが山版されました.続いて全国各地を歌う各編

が刊行されました。もともと子どもの学習のために作られた曲でしたが 大人の間でも流

行し親しまれました.新潟県ま第四皇「|ヒ 陸編Jに登場しています.
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曽野と■1しと柏原

ゆけは田口は早起後

車Tまで雪の降りつむと

ききじ高田はここなれや
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港にぎわう直江津に    鉢崎すぎて米山の

つきて見そむる海のかお  くぐるトンネルtつ八つ

山のみなれじ日には又   いずれは広きわたの原

沖の白帆ぞ珍しき     t渡 の国までくまもなじ

雪にしるしの竿たてて   春曰新田 犀潟を     みわたす空の育海川

道おしえしも此あたり   すぐれば来る柿崎の    おりては汐もあみつべし

ふふきの中にうめらるる  しぶじふ茶屋は親驚の   石油のいする柏崎

なやみはtヽかに冬の旅  ―夜宿りし跡と開く    これより海とわかれゆく


